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フ ラ ンス悲 劇 女優 史(IV)

戸 張 規 子

(1) ラ ・シ ャ ソ メ レ の 本 格 デ ビ ュ ー

 1670年 、 ラ シ ー ヌ の 悲 劇 『ベ レ ニ ス 』 を 初 演 し たMarie Desmares

Champmesl驍ﾍ 、 この 舞 台 の 成 功 に よ っ て 女 優 の地 位 を 確 立 し た 。 悲 劇 の

ジ ャ ン ル に 限 定 す る な ら本 格 悲 劇 女 優 第1号 の 誕 生 と言 え る。

 Duvignaud 1は 、 当 時 の2人 の 関 係 に つ い て以 下 の よ うに述 べ て い る。

 “Que Racine ait congu le personnage de B6r6nice au moment oti il

vivait cette aventure avec La Champmes16 ne signifie pas que Racine

ait， vulgairement《6crit le r61e pour la jeune com6dienne》 ， mais qu'il

ait pergu a travers la realit6 charnelle de sa maitresse et 1'expression

de son style une voie pour 6tablir une communication avec des

sentiments nobles dont il 6tait exclu， de par son essence de bour一

  コ   

geo1S.

 マ レ座 か ら ブル ゴ ー ニ ュ座 に 移 籍 し、 デ ・ズ イ エ の 代 役 で エ ル ミオ ー ヌ

(『ア ン ドロ マ ッ ク』)役 で デ ビ ュ ー して い らい 、 この 女 優 の 非 凡 な 才 能 に 注

目 した ラ シ ー ヌは 、 つ ね に シ ャン メ レを 念 頭 に 入 れ た作 品 を 完 成 す る。

 二 人 の 出 会 い は 、 お 互 い の 才 能 を 開 花 させ 、悲 劇 作 家 、 悲 劇 女 優 の 道 を 開

いた 。 そ の 二 人 が 恋 愛 関 係 に な っ た の も 自然 の 成 りゆ き とい え る。 初 演 で は 、

名 優 フ ロ リ ドー ル が テ ィテ ユ ス を演 じ、 マ リ・ラ ・シ ャ ン メ レ の夫 シ ャル ル ・

シ ュ ヴ ィエ ・シ ャ ソ メ レが 実 ら ぬ片 思 い の 愛 を ベ レ ニ ス に 捧 げ る ア ソテ ィオ
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キ ュ ス を 演 じ た 。Lemazurier 2は 、 Charles Chevillet Champmesl驍� 以 下

の よ うに 描 い て い る 。

 ”Quoique fort gros， Champmesl鳬tait bel homme， avait l'air noble，

et騁ait extr麥ement poli.... Champmesl鳬tait homme d'esprit et de

goOt；ses conseils furent utiles瀉eaucoup d'auteurs de son temps.”

 Parfait 3に よ れ ば、 シ ャル ル は 〈悲 劇 で は 王 の役 を 、 喜 劇 で は農 民 の 役

を演 じ られ る俳 優 〉 で あ り、 同 時 に一 流 作 家 とは 言 い難 い が 多 くの戯 曲 も残

し て い る。 『ベ レ ニ ス 』 初 演 当 時 、 妻 の 心 は ラ シ ー ヌ に あ り、 ア ン テ ィオ

キ ュス 役 は巷 雀 の 話 題 を攫 った 。

 ラシ ー ヌ は妻 を 横 取 り した こ とに気 が 咎 め て ア ン テ ィオ キ ュ ス役 を創 作 し

た と い う説 も あ る が 、 シ ャル ル の 演 じ た ア ン テ ィオ キ ュス 役 に つ い て

Chevalley 4は 、 「ア ン テ ィオ キ ュス の役 が 美 し く魅 力 的 な も の に な っ た の

は 今世 紀 に な って か ら に過 ぎ な い」 と述 べ 、 初 演 当 時 、 ア ン テ ィオ キ ュ ス と

い う役 柄 は問 題 に も され な か っ た 点 に触 れ 、L'abb馘e Villars oの 批 判 を

引 用 し て い る。

 “ 《Le roi de Comag鈩e》dit l'abb餬illars(est)un acteur inutile， qui

n'est introduit que pour faire perdre du temps et pour donner un r�e

ennuyeux et vide au mari de Champsmesl�.” と書 か れ て い て 当 時 の 観 客 が

ア ンテ ィオ キ ュ ス役 に抱 い て いた イ メ ー ジ が浮 か ん で来 る。

 ベ レ ニ ス 以 後 、 シ ャ ン メ レ は1672年 『・ミジ ャゼ 』 の ロ ク サ ー ヌ また は ア タ

リー ド(ラ シ ー ヌ は愛 人 で あ る シ ャ ン メ レに は 残 酷 な ロ クサ ー ヌ よ り純 真 ・

可 憐 な ア タ リー ド役 を や らせ た い 意 向 が あ った と い わ れ る)、1673年 『ミ ト

リダ ー ト』 の モ ニ ー ム 、1674年 『イ フ ィジ ェ ニ ー』 の イ フ ィジ ェ ニ ー、1677

年 『フ ェー ドル 』 の フ ェ ー ドル と同 じ ラ シ ー ヌの 悲 劇 で も タ イ プの 異 な る主

役 を み ご とに 演 じ て フ ラ ン ス演 劇 史 に名 を 留 め る こ とに な っ た。

 いず れ の 作 品 も ラシ ー ヌ悲 劇 の傑 作 と言 わ れ た 作 品 で あ る こ とは 改 め て述

べ る ま で も な い 。 この 間 に 、1672年 プ レ シ ュ ー ズ に 人 気 の あ っ たThomas
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Cornrilleの 代 表 作 とな った 『ア リア ー ヌ』 で主 役 を 演 じて い る。

 この 『ア リア ー ヌ』 に つ い て 、Mme Sevign�6は 「作 品 は 面 白 くな い が

シ ャ ソ メ レ に は泣 け た 」 と書 簡 で 以 下 の よ うに書 き とめ て い る。

 ”J'ai vu Ariane pour La Champmesl駸eule；cette com馘ie est fade，

les com馘iens sont maudits；mais quand La Champmesl饌rrive on

entend un murmure， tout le monde est ravi， et l'on pleure de son

d駸espoir.”

 この 作 品 は コル ネ イ ユ が特 に ラ ・シ ャ ン メ レの た め に書 い た わ け で は な い

が 成 功 し た。 反 対 に ラ シ ー ヌ は筆 を折 る 決 心 を す る ま で 、作 品 を 書 くに あ

た って 、 つ ね に ラ ・シ ャ ン メ レ を念 頭 に 置 い た。Mme Sevign�7は そ こを 的

確 に見 抜 く。

 ”Racine fait des com馘ies pour La Champmesl驕C ce n'est pas pour

les si鐵le炯enir；si jamais il n'est plus jeune et qu'il cesse d'黎re

amoureux， ce ne sera plus la m麥e chose.”

 また 自分 の 息 子 が ラシ ー ヌ と ラ ・シ ャ ン メ レを 巡 っ て恋 の つ ぽ ぜ り合 い を

演 じて い た こ と も あ っ て 皮 肉 を込 め て 彼 女 を絶 賛 す る。

 ”La piece de Racine(Bajazet)m'a paru belle， nous y avons騁�.

Ma belle fille m'a paru la plus miraculeusement bonne com馘ienne

  ・    ， 。 ・     ・       ，，8que
 Je n al Jamals vUe・

文 壇 で は セ ヴ ィニ ェ夫 人 は ラシ ー ヌ嫌 い 、 コル ネ イ ユ贔 屓 で通 って いた か

ら、 息 子 の恋 が 縁 とは い え シ ャ ン メ レ を介 して と ラシ ー ヌ に も関 心 を 寄 せ は

じめ て い る様 子 が 伺 えて 興 味 深 い 。

 ラ ・シ ャ ン メ レの成 功 につ い て は セ ヴ ィ ニ ェ夫 人 ば か りで な く、17世 紀 当
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時 の 文 学 界 の 第 一 人 者 で あ っ た ポ ワ ロー 、 ラ ・フ ォ ソテ ー ヌ も才 能 豊 か な 女

優 へ の 賛 辞 を 作 品 の 中 に に記 して 後 世 に伝 えて い る。

 と くにBoileau 9は 『フ ェー ドル 』 初 演 で敵 の 妨 害 に 会 い気 落 ち し て い る

ラ シ ー ヌを慰 め るた め に 『イ フ ィ ジ ェニ ー 』讃 歌 を 、 ラ ・シ ャ ソ メ レの演 じ

る イ フ ィジ ェ ニ ー の流 す 涙 に託 して 書 い た。

”Jamais Iphig駭ie en Aulide immol馥
，

N'acoust騁ant de pleurs瀝a Grece assembl馥

Que dans l'heureux spectacle瀟os yeux騁al�

En a fait sous son noms verser La Champmesl�.”

Ne croy pas toutefois， par tes s軋vans ouvrages，

Entra絜ant tous les coeurs gagner tous les souffrages.

 こ の 『イ フ ィ ジ ェニ ー 』 は 、 〈フ ラ ン シ ュ ・コ ン テ 戦 勝 記 念 〉 と 銘 打 った

ヴ ェ ル サ イ ユ 宮 殿 で 開 か れ た祭 典 で ル イ14世 を は じめ とす る宮 廷 人 を前 に し

て 野 外 劇 場 で 上 演 され 、 観 客 の 涙 を絞 って 評 判 を取 った た め 、 パ リ中 が涙 を

流 し に劇 場 へ 駆 け付 け た と言 わ れ る。

 そ し てLa Fontaineloは シ ャ ソ メ レ に 宛 て た 詩 作 《Belphegor A

Mademoiselle Champmesl驕t で 以 下 の よ うに讃 辞 を捧 げ て い る。

Qui ne conna羡 l'inimitable actrice

Repr駸entant ou Ph鐡re ou B駻駭ice

Chim鈩e en pleurs， ou Camille en fureur?

Est-il quelqu'un que votre voix n'enchante?

S'en trouve-t-il une autre aussi touchante，

Une autre enfin allant si droit au coeur?”

 ラ シ ー ヌの 親 友 で あ り同様 に シ ャ ン メ レ に恋 して い た ラ ・フ ォン テ ー ヌ は

こ の詩 の 他 に も ラ ・シ ャ ン メ レ宛 て の手 紙 を残 して い る。 ラ ・フ ォソ テ ー ヌ
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も ラ ・シ ャ ン メ レの 〈心 を 打 つ 声 〉 に つ い て讃 辞 を惜 し ま な い。

 作 者 が 精 神 的 に も 肉体 的 に も 自分 の 作 品 を演 じ る女 優 を 知 り尽 く し、 そ の

女 優 を イ メ ー ジ と し て作 品 を 書 くな ら、 演 じる 女 優 も これ 以 上 の幸 せ は あ る

ま い。 少 な く と も ラ シ ー ヌ と ラ ・シ ャ ン メ レが 恋 人 同士 だ った 間 に 生 まれ た

作 品 に は 、 あ ま りに も濃 く ラ ・シ ャ ン メ レ の イ メ ー ジが 焼 き付 い て い る。

 だ が 、17世 紀 を 、 いや フ ラ ン ス演 劇 を 代 表 す る女 優 で あ る ラ ・シ ャ ン メ レ

に関 して上 記 に挙 げ た 引 用 を 除 く と、 残 され た 資料 が 非 常 に 少 な い こ と に気

づ く。

 1680年 、 ル イ十 四 世 の 命 令 で ゲ ネ ゴ ー座 、 ブル ゴ ー ニ ュ座 、 モ リエ ール ー

座 が 統 合 され フ ラ ン ス最 古 の 国 立 劇 団 コ メ デ ィ ・フ ラ ン セ ー ズ が 誕 生 した 時 、

そ の 中心 に いた 作 家 で あ り俳 優 で あ る シ ャ ン メ レ とそ の 妻 で 花 形 女 優 だ った

ラ ・シ ャ ン メ レの 肖像 画 も記 録 も ほ とん ど残 さ れ て い な い とい うの は不 思 議

で あ っ た。

 1998年 冬 、Jeacques Schererパ リ第III大 学 名 誉 教 授 を 自宅 に訪 問 した 折

り、 素 朴 な 疑 問 を ぶ つ け てみ た が 、 そ の 答 え は き わ め て 明快 で 「俳 優 の記 録

な ど残 して い る はず が な い」 とい う もの だ った 。

 フ ラ ンス17世 紀 演 劇 を研 究 しつ くされ た 教 授 の返 事 に反 論 の 余 地 は な くそ

れ が 真 実 な の だ ろ う。 ま だ 、 社 会 的 に 俳 優 の 身 分 が 確 立 し て い な い 時 代 で

あ った こ とを 考 えれ ぽ 当 然 か も しれ な い。

 こ の点 に 関 し てMonva111は 次 の よ うに述 べ て い る。

 “Le dossier Champmesl6 est tres pauvre a la Com6die Frangaise：

pas une lettre pas un billet. Quelques signatures sur les feuilles

d'assembl6es et sur les registres， deux actes notaries pour le rembour-

sement de leurs fonds sociaux， voila tout ce qu'apportent a 1'hisitoire

du com6dien-auteur et de la grande tragedi6nne les archives de Ia

Maison qu'ils ont illustr6e tous deux a des titres diff6rents et tr6s

コ  ノ           

1negaUX.
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 事 実 、 ラ ・シ ャ ソ メ レの伝 記 は、Emile Mas；La Champmesl駟aと ラ ・

シ ャ ソ メ レの 授 洗 記 録 を 探 し 出 し て 生 年 月 日 を 推 定 した ル ー ア ンの 教 授J.

Noury：Mlle Champmesl驍ﾌ2冊 のみ で あ る。

(2) 女優 としての資質

  ラ ・シ ャソ メ レ は、 作 者 の 意 図 を即 座 に理 解 す る よ うな 、 いわ ゆ る勘 の よ

い 女 優 で な か っ た と言 わ れ る。 また 特 別 の 美 人 と い うの で も な か った 。 セ

ヴ ィ ニ ェ夫 人 が 『書 簡 』 で 「近 くで見 る と醜 い 」 と書 い て い る こ とは す で に

述 べ た 。

 Lyonnet 13は ラ ・シ ャ ン メ レ の姿 を 以 下 の よ うに 描 い て 見 せ る。

 ”Cependant sa peau n'騁ait pas blanche， et ses yeux騁aient petits et

ronds. Mais elle avait par-dessus tout gr稍e， le charme， et une voix

incomparable， tant� douce tant�駭ergique. Captivante toujours， et

l'auteur des Entretiens galants， publi駸 par Barbier en 1681， parle de

cette voix touchante qui fut la v駻itable cause de tous ses succ鑚. Sa

sensibilit鳬tait naturelle et vraie.”

  リ ョネ の 指 摘 を待 つ まで も な く、 ラ ・シ ャ ソ メ レが 「肌 は 白 くな く、 小柄

で 目が 丸 くて 小 さ い」 こ と は多 くの 研 究 者 が 指 摘 して い る。 だ が 、 女 優 と し

て の 容 姿 は さて 置 き 、 ラ ・シ ャ ソ メ レ の成 功 の 秘 密 は そ の 〈声 〉 に あ っ た と

い う指 摘 も また 多 い。

 Descotes 14も 〈声 の 質 は 当 時 の本 質 的 な問 題 で あ り、 そ れ が ラ ・シ ャ ン メ

レの 成 功 の秘 けつ で あ った 〉 と以 下 の よ うに 述 べ て い る。

 ”La qualit馘e voix， si essentielle�1'駱oque fut le premier�1駑ent

du succ鑚 de La Champmesl�. Et cet organe devait la servir par-

ticuli鑽ement pour dire les vers de B駻駭ice， les plus fluides， les plus

harmonieux qui soient sortis de la plume de Racine.”
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 俳 優 の 資 質 の 大 切 な要 素 の ひ とつ で あ る 〈声 の 芸 術 〉(un art de voix)に

つ い てJean Jacques Roubine 15は 次 の よ うに述 べ て い る。

 ”La voix th鰾trale， c'est d'abord un timbre， des inflexions，1'instru-

ment d'un v6ritable envoOtement de l'auditoire. La Champmesl6 dut

l'ascendant extraordinaire qu'elle exer軋 sur ses contemporains a une

(voix d'or)).... Cette voix s'imposait par sa puissance， par sa flex-

ibilit驕C par la diversit馘e ses ressources. Exquisement m駘odieuse et

caressante dans les passages�1馮iaques， dans les r�es (tendres))， elle

devenait vibrante， poignante dans les moments passionn駸 et path騁i-

ques.”

 ラ ・シ ャ ン メ レの く声 〉 につ い て 「哀 調 を 帯 びた パ ッサ ー ジ で は>xも 言 わ

れ ず 音 楽 的 で 」 あ り、 「《心 に触 れ る》 役 柄 で 、 熱 情 的 で 感 動 的 な場 面 で は 、

激 し く、 胸 が 張 り裂 け そ うな声 と な った 」 と あ る。

 そ の く声 〉 につ い て は さ ま ざ ま な見 解 が あ るが 、 ま ず ラ ・シ ャ ン メ レが 本

格 デ ビ ュー を 果 た した 『ベ レニ ス 』 は、 他 の ラ シ ー ヌの 悲 劇 とち が っ て く僅

か な史 実 に 基 づ い て書 か れ た 極 め て 簡 素 で単 純 な悲 劇 〉 だ っ た こ と を考 慮 す

る必 要 が あ ろ う。

 『フ ェ ー ドル』 と は対 照 的 な 『ベ レ ニ ス』 は 、 〈簡 素 な筋 立 て 〉 故 に演 技 に

も 自ず か ら限 界 が あ る。 あ ま りオ ーバ ー な 演 技 は ラシ ー ヌの意 図 した 〈単 純

性 〉 を損 ね る こ とは 、 す で に述 べ た 。 そ れ ゆ え に 〈声 〉 の勝 負 と な る。

 Noury 16は “On dit que Lully 騁udiait la d馗lamation de La

Champmesl駱our mod駻er sur elle sa propre d馗lamation lyrique.” と述 べ

て い る。

 またEmile Mas 17は 、 リ ュ リの 言 葉 を 引 用 して コル ネ イ ユ 、 ラ シ ー ヌの

古 典 作 品 が オ ペ ラに与 えた 影 響 に つ い て 以 下 の よ うに 述 べ て い る。

”La trag馘ie classique de Corneille et de Racine avait騁駸on
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mod鑞e；traduire en musique ces beaux et nobles sentiments， telle

騁ait son ambition. Un mot de lui renferme toute son esth騁ique de

l'op駻a：((Si vous voulez bien chanter ma musique disait Lulli a ses

artistes， allez entendre La Champmesl�!》 ”

こ こで は、 台詞 の 言 い回 し と オ ペ ラの 歌 と の境 目は ほ とん ど な くな って い る

こ とに 気 づ くは ず だ 。

  この 点 に関 してJean Mesnard l8は 、 以 下 の よ うに言 及 し て い る。

  ”Peut一黎re avons-nous r騏ssi瀘onter que， si la trag馘ie classique

n'est en aucun fa輟n de la musique， elle fait cependant grand usage

des valeurs musicales. Le cas de Racine， sans黎re unique， est exem-

plaire二ses contemporainS en ont eu pleine conscience， et Ia critique

du XVIIIe si鐵le a beaucoup retenu de ses cr饌tions. Le style de sa

po�ie et sa m騁hode de direction d'acteurs prouvent qu'il concevait

la d馗lamation tragique sur le mod鑞e du chant.”

と述 べ 、 〈境 目〉 が な い 例 と し て 、 ラ シ ー ヌが マ ン ト ノ ン 夫 人 の 要 請 で サ

ン ・シ ー ル の 少 女 た ち の た め に 書 い た 歌 の 入 っ た 悲 劇 『エ ス テ ル 』 『ア タ

リー』 の例 を 挙 げ て い る。

 Planchon 19は 自 身 も画 期 的 な 『ベ レ ニス 』 の演 出 で 評 判 を取 った が 、 『ベ

レ ニ ス』 は ま ず な に よ りも 〈エ レジ ー〉 で あ る と い う点 に 着 目 し、 彼 の 演 出

で は そ れ ぞ れ の 登 場 人 物 が 舞 台 で鏡 に 向 か っ て 独 白す る と い う形 式 を 打 ち 出

し、 「この 作 品 は エ レ ジ ー で あ る」 とい う解 釈 を 明確 に した 。

  ”Titus sollicite une d駑arche d'Antiochus aupr鑚 de B駻駭ice. Il

refuse d'abord， puis accepte， puis refuse etc. Ces騅駭ements per-

mettent�1'action de progresser. Les comentateurs g駭駻alement les

n馮ligent， les nient， ce qui de l'int駻ieur ruine les plus belles ex馮鑚es.
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Certains par exemple persistent瀋roire que la pi鐵e est une

((駘egie)) .”

 また、初演当時の舞台環境を考えれぽ、獵燭の薄明かりのもとでは俳優の

細かい表情 は観客には見えにくい。俳優の演技が 〈声〉に置かれていたのは

こうした理 由によるだろう。それに加 えて演技は大仰になる傾向があった。

 Dussane 20は 「ラシーヌを感動 させた ラ ・シャンメレの愛撫す るような

〈声〉」について以下のように述べている。

 “…et surtout le charme d'une voix au timbre瀝a fois�1馮iaque et

voluptuex， harmonieuse jusque dans les plus grands馗lats.... N'en

doutons point：c'est par la caresse de cette voix que Racine fut駑u.”

 問 題 に な る の は 、 女 優 と して の 〈容 姿 〉 で は な く<声 〉 で あ った こ とは 明

白で あ る。 そ の際 〈声 〉 の質 も問 題 で は あ るが 、 や は りな ん と言 っ て もそ の

声 を 活 か した 朗 唱 法 が 公 演 の成 否 の 鍵 とな ろ う。

 ラ ・シ ャ ン メ レが演 劇 史 に残 した 功 績 の ひ とつ に 、 彼 女 が 、 恵 まれ た声 の

質 を活 か した 、 彼 女 独 自 の台 詞 の 朗 唱 法 を 確 立 した こ とが 挙 げ られ よ う。

 Roubine 21は 、 リュ リが オ ペ ラの 俳 優 た ち に 、 ラ ・シ ャ ン メ レの 朗 唱 法 に

学 ぶ よ うに と薦 め た い き さつ に つ い て記 して い る。

 ”On ne sait si les acteurs de l'H�el de Bourgogne allaient entendre

Marthe Le Rochois， la grande cantatrice lulliste. En revanche， il est

bien connue que Lulli envoyait ses intrerpr鑼es se mettre�1'馗oute de

La Champsmesl�. Quelle meilleure preuve des affinit駸 de la d馗lama-

tion et du r馗itatif?”

 と くに モ ノ ロー グ が 長 い ラシ ー ヌ悲 劇 の 朗 唱 法 は 、 後 の オ ペ ラ に も影 響 を

与 えた と言 わ れ 、 シ ャ ン メ レの 功 績 は後 世 まで 及 ぶ こ と に な る。
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 Houssay 22は 「観 客 の 心 を掴 む に は ラ ・シ ャ ン メ レ は舞 台 に 現 れ さ えす れ

ぽ よ か った 」 と以 下 の よ うに述 べ て い る。

  ”Saluons le Pharamond de la dynastie des com馘iennes Mle

Champmesl驕C1'actrice de Racine，1'amie de la Fontaine， ma羡resse du

marquis de Sevign�. Elle a donn騏n corps aux plus nobles fictions des

po�es；elle a donn騏ne穃e aux grands seigneurs qui ont su l'aimer.

...Eile n'avait qu'瀾ara羡re pour prendre tous les coeurs， elle n'avait

qu'瀾arler pour dompter tous les esprits， elle n'avait qu'瀾leurer

pour arracher toutes les larmes.”

 ラ ・シ ャ ソ メ レ独 特 の観 客 の 心 を と ら え る力 に つ い てLalauze 23は 次 の よ

うに記 し て い る。

  ”S'il est une faveur pr馗ieuse炒ne artiste， c'est d'avoir attir駘es

regards des hommes les plus remarquable de son駱oque， s'il est un

t駑oignage indiscutable de son talent， c'est l'empressement des

premi鑽es esprits du temps瀋hanter ses louanges. Or， ces hommages

au talent， ces marques d'attention flateuse， personne ne les a plus

lib駻alement re輹s que Marie de Champmesl驕C et nous ne saurions

mieux faire que de les placer en t黎e de sa biographie.”

  ラ ・シ ャ ソ メ レが 、17世 紀 を代 表 す る3人 の 作 家 、 ラ シ ー ヌ、 ラ ・フ ォ ン

テ ー ヌ、 ポ ワ ロ ー そ して 息 子 を通 じて セ ヴ ィ ニ ェ夫 人 、 そ れ らの 大 作 家 た ち

の 筆 で そ の 名 を 後 世 に残 す こ とに な った の は 、 や は り彼 女 の実 力 と い うべ き

で あ ろ う。

(3) 朗 唱 法 に つ い て

  ラ シ ー ヌは 『ベ レ ニ ス』 の序 文 で 「悲 劇 に お い て血 が 流 れ 人 が 死 ぬ こ とが
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決 して そ の 不 可 欠 な 条 件 で は な い。 あ つ か う事 件 が 壮 大 で あ り、 登 場 人 物 が

英 雄 で あ り、 情 熱 が 喚 起 され て 、 悲 劇 の 楽 しみ の す べ て で あ る荘 重 た る悲 し

み が 、 あ らゆ る もの に感 じ られ れ ぽ そ れ で 十 分 で あ る。」 と書 い て い る。 こ

の ラシ ー ヌ の い う 〈荘 重 た る悲 しみ 〉 とい う言 葉 は 〈エ レジ ー〉 に繋 が る こ

とは 改 め て 述 べ る まで も な い。

 Akerman 24は 『ベ レ ニ ス』 は くエ レ ジ ー〉 で あ る と い う見 解 を 明 確 に す

る 。

 ”Racine a cr馥 non seulement une pi鐵e de th鰾tre-ce titre m麥e

lui a騁馗ontet駱uisqu'on l'a qualifi馥 tour炙our de：tissu galant de

madrigaux et d'�1馮ies(Villars)；1'駘ogue en dialogues(Voltaire)；

ravissante�1馮ie(Sainte-Beuve)；�1馮ie dramatique(Gautier)”

な ど を挙 げ て い る が 、Barraultの 提 唱 した 〈un concert de musique cham-

bre>が ラ シ ー ヌの 意 図 に近 い か も しれ な い。

 作 品 が くエ レ ジ ー 〉 で あ る とい う視 点 か ら見 る と、 ラ ・シ ャ ン メ レの打 ち

立 て た 古 典 悲 劇 朗 唱法 の 伝 統 が浮 か ん で来 る。

 ラ シ ー ヌは 、 デ ュ ・パ ル ク の 時 と 同様 に ラ ・シ ャ ン メ レ に対 して1対1で

朗 唱 法 を伝 授 した とい う逸 話 が半 ぽ伝 説 化 して い る の で 、 ラ ・シ ャ ン メ レ以

降 の 女 優 は 、 彼 女 が作 った 型 を打 ち 破 りに くい 状 況 が あ った と推 察 され る。

 ラ ・シ ャ ン メ レ の創 造 した 朗 唱 法 は、 彼 女 の 死 後 、 そ の 後 継 者 と認 め られ

た ラ ・シ ャ ン メ レの姪 、 デ マ ー ル25、 デ ユ ク ロ26が 引 き継 ぎ、 コ メ デ ィ・フ ラ

ンセ ー ズ に伝 統 を残 す 。

 ラ ・シ ャ ン メ レ の打 ち 立 て た 伝 統 的 な朗 唱 法 を根 本 か ら覆 す 女優 の 出現 は

18世 紀 に入 って か ら の こ とで あ り、 勇 気 を持 っ て伝 統 を 破 り ラシ ー ヌ悲 劇 に

新 しい 時 代 の 息 吹 を与 え た の は コ メ デ ィ ・フ ラ ン セ ー ズ の 花 形 女優 ア ド リエ

ン ヌ ・ル ク ブル ール27だ っ た。

 ア リス トテ レ ス は 『詩 学 』 で 演 劇 の 本 来 の 効 用 、 〈カ タ ル シ ス〉 は音 楽 に

近 い 生 理 的 な感 情 浄 化 で あ る と言 って い る が 、 そ の意 味 か らす れ ば 、 ラ シ ー
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ヌの12音 節 詩 句(ア レ ク サ ン ドラ ン)の 朗 唱 法 は 、 ま さ に音 楽 そ の もの と言

え るだ ろ う。Dacier 28の 「悲 劇 の詩 句 を 歌 う」 とい う指 摘 は的 を え て い る。

 ”Pendant les dix-huit ann馥s qui vont suivre， Mle Champmesl驕C la

belle amie de Racine， continuera de chanter les vers de la trag馘ie en

compagnie de Baron， Beauval， Dennebault etc.”

  こ う して 、 シ ャ ン メ レ の朗 唱 法 は、 コ メデ ィ ・フ ラ ン セ ー ズ創 設 以来 、 ひ

とつ の 伝 統 を 作 り上 げ た。18世 紀 の ア ド リエ ン ヌ ・ル ク ブ ル ー ル、 ジ ュ リ

ア ・バ レ テ、 ラシ ェル 、 今 世 紀 の ア ニ ー ・デ ュ コー な ど は、 そ れ ぞ れ に 、 ラ ・

シ ャ ン メ レ以 来 の伝 統 を 意 識 しな が ら、 新 し い朗 唱 法 を 工 夫 して 来 た。

  と くに 『ベ レ ニ ス 』 は ヴ ォル テ ール が言 っ て い る よ うに主 役 を 演 じる 女 優

さ>z..見つ け られ れ ば 成 功 す る とい わ れ る作 品 で あ る。 そ の 意 味 で 「俳 優 の 語

りは一 種 の 歌 で あ る」 とす る 以 下 のM�1鑚e 29の 指 摘 は興 味 深 い 。

  ”Le r�it des com馘iens est une esp鐵e de chant， et vous m'avouer-

ez bien que La Champmesl駭e nous plairoit pas tant， si elle avoit une

voix moins agr饌ble. Mais elle la s軋it conduire avec beaucoup d'art，

et elle y donne瀾ropos des inflexions si naturelles， qu'il semble

qu'elle ait v駻itablement dans le coeur une passion， qui n'est que dans

sa bouche...... Je doute m麥e que[La Champsmesl馥t La Grange

entendent finement la musique， et quoy qu'ils chantent pour les r�es，

ce n'est point par leur chant qu'ils s'attirent une si g駭�ale approba-

tion. Mais ils savent toucher le coeur， ils peignent les passions.”

  ラ ・シャソメレの 〈声〉が楽器なら 〈朗唱法〉は演奏といえる。演奏者が

作品の与>xる 感動をいかにして観客に伝 えるかはすべて演奏者 の才能 にか

かっている。 ラシーヌは、す ぐれた演奏者を見い出し、育てた とい う意味で

も功績があったとい うべきであろ う。
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 Lalauze 30に よれ ぽ 、 ラ ・シ ャ ン メ レの声 は 、 劇 場 の 向 い に あ っ た パ リ最

古 の カ フ ェ ・プ ロ コー プ まで 響 い た とい う。

 ”Harmonieuse， douce et insinuante dans les r�es tendres， elle se

faisait， dans les morceaux path騁iques， vibrante et si sonore qu'en

ouvrant， disait-on， la loge du fond de la salle， on l'eut entendue au caf�

Procope. A propos de cette voix admirable， nous en arrivons瀾arler

de la fa輟n dont l'actrice chantait les vers：car ses r�es騁aient de

veritable partition.”

 朗 唱 法 も さ る こ と な が ら、 ラ ・シ ャ ソ メ レ は 、 よ く と お る 質 の よ い 声 を

持 って い た こ と は間 違 い な い。

むすび

 1980年 、 コ メ デ ィ ・フ ラ ン セ ー ズ は、 劇 団 生 誕300年 を 記 念 し て 、 コ メ

デ ィ ・フ ラ ソセ ー ズ の歴 史 “Simul et Singulis 1680-1780，1780-1880” の2

部 作 を 上 演 した。

 『シ ム ル ・エ ト ・シ ン グ リス』(第1期1680-1780、 第2期1780-1880年)

は 「個 は 全 体 の た め に、 全 体 は個 の た め に」 とい うラ テ ン語 の 銘 句 が そ の ま

ま題 名 に 使 わ れ て い る。

 ラ ・シ ャ ソ メ レは コ メ デ ィ ・フ ラ ンセ ー ズ誕 生 に 際 して は 夫 の シ ャル ル ・

シ ャ ン メ レ と共 に 重 要 な役 割 を 果 た し19年 間 在 籍 した 。 花 形 女 優 と して ほ と

ん どの 作 品 に主 演 して い る。 と ころ が300年 記 念 公 演 の 〈コ メ デ ィ ・フ ラ ン

セ ー ズ 史 〉 『シ ム ル ・エ ト ・シ ン グ リス』 で は、 ア ド リエ ン ヌ ・ル ク ブル ー ル

や ク レ ロ ン の名 が あ る の に シ ャ ン メ レの 名 は な か った 。

 1976年 コ メ デ ィ ・フ ラ ン セ ー ズ来 日公 演 の プ ロ グ ラ ム用 に 付 属 図書 館 を 紹

介 す る 目的 で 初 代 コ メ デ ィ ・フ ラ ン セ ーズ 図 書 館 長 シ ル ビ ・シ ュ ヴ ァ レ に イ

ソ タ ビ ュ ー した と き、 「ル イXIV世 の命 令 で コ メデ ィ ・フ ラ ソ セ ー ズ が 誕 生

した と き、 かつ て ラ イ バ ル 同 士 だ っ た俳 優 た ち が お 互 い に手 の 内 を見 せ 合 っ

丶
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た とは 思 え ま せ ん」 と語 った 言 葉 が よみ が>xっ た 。

 1698年5月 〈Le Mercure galant 31>は ラ ・シ ャ ン メ レ の死 を 報 じた 。

 ”11est assez glorieux pour ceux qui ont embrass騏ne profession， de

s'ydistinguer assez pour faire conna羡re leur nom par toute la terre.

C'est ce qui est arriv鰲Mle Champmesl驕C qui vient de mourir. Elle

s'estoit fait admirer澑aris sur les trois th�tres fran軋is， o�lle a

toujours re輹 de si grands applaudissements， qu'il semble qu'elle ait

commenc駱ar o�es autres finissent. Elle a jou馘'original dans tous

les premiers r�es de la plupart des trag馘ies de l'illustre M. Racine.

Aussi l'on ne doit pas s'騁onner si ces pi鐵es， qui ont re輟ivent du

public， ont pass駱our des chef-d'oeuvre， puis qu'elles騁aient馮ale-

ment bonnes et bien jou馥s.”

 ラ・シ ャ ン メ レは新 聞 で 報 じ られ て い る よ うに 、 「パ リの 三 つ の大 劇 団 」 で

活 躍 した 女 優 で あ り、 ラシ ー ヌ主 要 悲 劇 作 品 の す べ て を 初 演 した よ うな女 優

で あ った が 、 モ リエ ー ルー 座 で 帳 簿 を つ け た ラ ・グ ラ ソ ジ ュ の よ うな 人 物 が

い な け れ ぽ、 合 併 した ラ イバ ル 劇 団 同 士 の共 同 作 業 の 中 で は個 人 的 な資 料 を

残 す の は 難 しか った か も しれ な い。

 ラシ ー ヌは 『ベ レ ニ ス』 の 序 文 で 「悲 劇 に お い て心 を うつ も の は 、 迫 真 性

のみ で あ る。 い く週 間 か か ろ う と も起 こ りが た い よ うな数 々 の事 件 が 、 舞 台

の一 日の うち に継 起 す れ ぽ 、 そ こに な ん の迫 真 性 が あ ろ う。」 と述 べ て 、 「筋

立 て の 細 い 悲 劇 は 演 劇 の規 則 に背 く」 と信 じた 人hに 一 矢 を 報 い た。

 いず れ にせ よ 「哀 傷 味 」 に 支 え られ た 『ベ レ ニ ス』 とい う悲 劇 が 、 も し、

ラ ・シ ャ ン メ レ以 外 の 女 優 に よ って 初 演 され て い た な ら、 『ベ レ ニ ス』 とい う

作 品 の評 価 も変 わ っ て い た か も しれ な い 。

 Duvignaud 32の 指 摘 が 結 論 とな るだ ろ うか 。

”Tous les contemporains assurent que Mle Champmesl饌Clou�
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miraculeusement》 ， comme le dit Robinet， 《son amoureuse B駻駭ice》.

Ce que transmettait la jeune femme， c'騁ait l'essence d'une conduite

amoureuse， une certaine mani鑽e noble de percevoir amoureusement

le monde.”

  「ベ レ ニ ス を 演 じ られ る 女 優 さ え見 つ か れ ぽ成 功 す る」 とい う ヴ ォル テ ー

ル の指 摘 は ラ シ ー ヌの す べ て の 悲 劇 に あ て は ま る結 論 で あ り、 そ れ を 最 初 に

具 現 した の が ラ ・シ ャ ン メ レで あ っ た と い>xる だ ろ う。

  ラ ・シ ャ ン メ レは 、 ラシ ー ヌ作 品 の 他 に も、 ド ・ラ ・シ ャペ ル 、 プ ラ ドン、

ラベ ・ボ ワイ エ な どの 作 品 を 演 じ て好 評 を 博 した が 、 い ず れ の作 家 も古 典 作

家 の亜 流 で 、 記 録 も ほ とん ど残 され て い な い。
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